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止
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庄
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川
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汁
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桔
M
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=
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ずti~ 

珂1 じ

め

に

A
S
E

十
九
世
紀
巾
葉

労
働
池
釈
の
E
M
P
(
以
よ

p

川
む
)

労
務
管
加
の
凶
M

M

(

以
下
本
r勺
)

A
S
E
か
ら

A
E
U
へ

す

び労
務
符
辺
白
治
一
問

そ
れ
で
は
イ
ギ
り
ス
機
械
工
業
の
資
本
家
的
経
岱
は
支
出
労
働
の
質
問
民

決
定
と
賃
金
支
払
い
を
自
ら
の
指
即
F
に
お
く
た
め
ど
の
主
う
な
政
依
を

と
っ
士
だ
ろ
う
か
。

一
八
九
じ
午
の
第
一
一
回
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
叫
熟
練
工
の
独
立
性
と
結
び
付

い
た
職
場
の
労
働
組
合
規
制
l
l
i

「
一
日
の
一
公
正
な
労
働
に
応
ず
る
標
準

賃
半
」
に
対
す
る
、
機
械
に
つ
く
労
働
者
を
選
訳
版
用
L
、
支
山
労
働
の
賢

監
を
き
め
、
支
払
う
こ
L

に
の
資
本
に
よ
る
白
市
川
裁
量
の
決
定
的
な
桃
戦
で

わ

ト

L
1

ドュ一一寸一ズ

あ
っ
た
。
資
本
に
と
っ
て
大
争
議
の
日
的
は
「
労
働
組
合
機
能
を
排
除
す

-"~， 

H5 

沢

誠

る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
四
万
人
の
機
械
工
の
二
一

0
週
間
に
わ
た
る
闘
い
。

の
も
、
労
働
組
什
は
職
業
川
組
合
の
排
他
主
義
と
法
金
の
不
足
に
よ
っ
て

敗
退
し
た
。
そ
L
て
経
営
は
、
「
産
業
が
労
働
組
合
の
錨
と
鉄
鋭
か
ら
、

虚
偽
と
暴
政
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
主
」
己
島
24ω

品
。
F
-
v
E
H
)

金
制
悩
し
た
。
私
は
今
、
こ
の
一
ロ
ッ
ク
ア
ク
ト
後
に
締
結
さ
れ
た
全
国
協

。l
ム
メ

-
T
4
y
-
f
ツ
ツ
ル
メ

γ
ト

約
一
〆
亥
結
条
件
、
一
九

O
一
年
に
部
分
間
修
E
)
に
よ
っ
て
、
新

し
い
労
働
過
程
の
卜
で
経
営
の
獲
得
し
た
も
の
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

「
使
用
者
は
最
も
経
済
的
な
生
産
を
獲
得
す
る
必
要
を
考
慮
し
て
、
す

べ
て
の
機
械
器
具
を
川
間
作
す
る
の
に
彼
が
適
切
で
あ
る
と
思
う
沼
倒
者
世

熟
練
工
、
不
熟
練
工
に
か
か
わ
ら
ず
仔
命
L
、
そ
れ
ら
の
機
械
機
円
一
(
が
操
作

さ
れ
る
渚
条
付
を
決
定
?
る
上
で
完
全
な
白
川
裁
量
を
も
っ

n

」

こ

う
し
て
誇
ら
か
に
続
首
他
吉
山
口
言
し
た
前
え
に
は
じ
ま
る
妥
結
条
件
は
広

汎
な
資
本
の
白
山
政
耽
を
み
と
め
た
ω

そ
れ
は
、

ω非
組
合
員
の
属
川
の

自
由
之
徒
弟
制
に
つ
い
て
白
組
合
り
不
介
入
を
、
ほ
機
械
へ
の
労
働
者
阻

世
の
自
由
を
、
四
出
来
高
払
制
導
入
の
白
山
を
、
四
労
働
者
の
組
什
非
加

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、

血
の
山
由
主
組
合
の
非
組
合
貝
の
賃
金
へ
の
不
介
入
を
経
営
に
保
一
副
し
た
。



も
も
ろ
ん
ロ
ヮ
ク
ア
ウ
ト
中

r一
市
さ
れ
た
A
Q
υ

立
の
闘
争
力
に
刻
し
て
若

平
の
譲
歩
が
な
さ
れ
な
か
コ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
ム
引
は
組
台
は
、

ω最

大
残
業
時

mの
設
定
、
川
wi山
接
一
腿
刊
の
原
則
、

ωい
わ
ゆ
る
民
犬
契
約
の

出
止
、
例
制
九
日
比
に
つ
い
て
の
地
方
川
賃
金
協
定
の
確
認
な
と
を
佐
得
し

た。

L
か
し
な
が
ら
よ
の
う
ら
、
川
山
之
凶
は
持
取
の
外
延
的
蛸
夫
が
山

接
的
必
務
管
川
町
に
よ
る
内
包
的
明
大
に
向
う
陛
史
的
推
移
を
物
語
っ
て
お

り
、
仰
と

ωは
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
的
オ
プ
ン
シ
ョ
ァ
プ
運
動
の
副
産

物
|
|
非
組
合
員
賃
金
に
刻
す
る
組
合
干
渉
の
訓
除
に
注
目
せ
よ
ー
ー
で

あ
っ
た
。
妥
結
条
刊
の
ヰ
貿
は
明
ら
か
で
あ
っ
た

U

資
本
は
己
れ
に
よ
り
、

職
業
別
組
合
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
ジ
日

y

プ
を
崩
燥
さ
せ
、
組
合
規
制
む
職
場

全
員
へ
の
拡
大
(
ユ
ニ
オ
シ
シ
ョ
ッ
プ
)
を
峻
れ
し
、
支
出
労
働
と
賃
金

支
払
い
方
訟
の
白
出
な
決
定
権
を
そ
の
子
中
に
修
め
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
機
械
工
業
の
資
本
家
的
経
常
は
妥
結
条
打
を
槙
押
と
し
て
街

倒
支
山
内
と
賃
金
支
払
い
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
グ
を
組
合
の
子
か
ら
奪
い
去
り
、

資
本
家
内
帝
京λ
独
占
の
止
に
立
っ
た
労
働
市
場
の
請
様
相
を
整
与
え
て
い
っ

た
。
あ
る
意
味
で
こ
の
資
本
の
要
求
は
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
。

L
か
L

乙
の
段
階
で
は
じ
め
て
資
本
は
成
功
担
に
次
の
政
策
を
展
開
で
き
た
の
で

あ
る
。第

一
に
資
本
家
的
経
首
は
、
す
で
に
労
働
過
程
の
安
U

半
か
ら
可
位
に
な

っ
て
い
た
半
熟
練
機
峨
工
に
工
る
熱
紙
工
の
入
れ
持
え
を
遂
行
し
た
。
資

本
は
自
ら
の
企
業
の
機
峨
体
系
に
つ
く
汚
働
者
K
L
て
、
州
肌
合
か
ら
、
無

資
待
者
と
し
て
排
斥
さ
れ
て
い
た
半
抽
訓
練
丁
一
を
、
熟
練
正
の
掠
準
貸
率
よ

生
産
点
に
お
け
あ
ニ
合
同
機
械
工
組
A
H
r
一
の
機
能
伺

り
侭
い
、
徒
弟
や
不
熟
練
工
よ
り
若
干
高
い
賃
金
で
雇
用
し
、
彼
ら
を
基

幹
労
働
者
と
し
た
の
で
あ
る

υ

そ
の
量
的
拡
大
は
す
で
に
第
二
節
の
お
↓

図
(
れ
消
論
叢
」
二
月
号
一
ハ
八
ペ
ー
ジ
)
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
と
共
に
重
要
な
こ
と
は
、
従
来
、
労
働
組
合
が
位
泊
抑
制
を
経
た
労

倒
者
の
移
誠
に
よ
っ
て
水
平
的
に
補
充
し
て
き
た
品
川
市
引
か
、
企
業
に
お
い

て
勤
続
を
経
た
不
半
熟
練
工
の
昇
進
に
」
っ
て
垂
目
的
に
補
充
さ
れ
る

制
度
が
一
般
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
「
官
年
や
不
熟
練
工
は
、
ま

る
ご
い
最
も
簡
巾
な
ポ
ル
峡
を
昨
慨
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
、
ひ
と

つ
の
工
曜
か
ら
氷
の
工
程
へ
、
ほ
と
ん
と
指
専
な
し
に
訓
逃
で
き
る
ω

そ

し
て
つ
い
に
は
市
に
一
辿
の
機
械
の
実
作
業
だ
け
で
、
民
の
き
れ
る
少
年

は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
資
格
の
あ
る
肱
粧
工
や
仕
土
工
に
な
る
」

(
出
品
何
回
君
。

σσ
一
O
H
V
2
f
v
h
H
j町
山
)
事
態
が
普
及
し
た
の
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で
あ
る

G

こ
の
企
業
内
到
進
こ
そ
は
労
働
力
供
給
機
構
に
お
け
る
労
働
組
合
か
ら

経
世
へ
の
イ
ニ
ジ
ア
テ
ィ
ヴ
の
変
化
の
端
的
な
去
現
で
あ
る
。
第
二
節
で

の
べ
た
よ
う
に
職
種
内
・
職
栴
聞
の
jh
倒
代
替
性
が
す
す
む
と
す
れ
ば
調

進
が
週
昨
ず
る
機
械
操
作
の
序
列
は
労
働
者
の
刊
界
に
始
前
的
な
技
能
序

列
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
ラ
ン
ク
が
上
の
機
械
に
は
経
験
H
H
勤

続
か
技
能
的
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
疑
わ
し
い
。
そ
れ
は
個
別
企
業
の

長
勤
続
者
に
よ
る
、
ラ
ン
ク
が
J
の
仕
事
へ
の
独
占
な
の
で
あ
る
ω

そ
れ

ゆ
え
井
進
は
労
働
組
合
規
制
の
弱
い
大
組
織
、
鉄
道
会
社
や
官
界
に
お
い

て
典
型
的
に
み
ら
れ
b
o
ウ
L

ッ
プ
の
い
う
様
に
こ
こ
で
は
井
進
は
「
使

新
九
寸
コ
巻

第
三
可

五

仁〉
七



生
沌
点
に
お
け
る
寸
合
同
機
械
工
組
什
己
の
機
能
伺

宜
と
羽
律
」
の
制
度
な
の
で
あ
ゐ
臼
と
は
い
え
井
進
制
度
は
、
長
い
間
徒

弟
期
間
を
経
る
経
済
的
余
裕
を
も
た
ず
、
組
合
か
ら
無
資
格
者
と
し
て
排

除
さ
れ
て
い
た
「
頭
の
台
れ
る
」
青
年
労
働
者
へ
の
熟
練
仕
事
の
解
放
で

あ
り
、
彼
ら
の
社
会
的
成
功
へ
の
道
で
あ
っ
た
。
資
木
家
的
経
世
は
生
産

手
段
の
組
織
的
編
成
の
上
に
立
っ
て
、
労
働
の
代
替
性
心
進
展
を
一
定
範

闘
で
刺
用
L
、
高
度
な
仕
事
の
、
有
資
格
組
ム
HU
貝
に
よ
る
独
占
乞
粉
仲

L

た
。
熟
練
仕
事
は
社
会
化
さ
れ
た
。
し
か
し
資
本
の
イ
エ
シ
ア
テ
ィ
グ
に

な
る
計
会
化
は
熟
練
仕
事
の
、
個
別
企
業
の
長
勤
続
従
業
員
に
よ
る
独
占

と
い
う
新
し
い
排
他
性
町
一
中
で
汀
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
金
属
来
月
中
で
は

例
え
ば
溶
鋼
工
の
組
合
は
井
進
に
対
し
て
、
熟
練
工
に
失
業
者
の
な
い
と

き
の
み
に
不
熟
練
工
の
井
進
を
認
め
る
規
制
を
行
っ
た

ν

こ
の
組
合
の
水

千
的
規
制
に
対
し
て
企
業
内
下
層
労
働
者
。
反
対
が
起
つ

b
o
こ
の
過
程

は
職
業
別
組
合
の
規
制
が
企
業
内
弁
進
に
凌
賀
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
瞭

に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

計
二
に
未
だ
強
b
な
労
働
叫
旭
川
恒
に
お
け
る
生
産
上
の
権
限
を
誇
る
熟
練

rh
働
青
の
支
出
労
働
の
経
営
に
よ
る
掌
握
が
は
か
ら
れ
た
u

企
莱
の
従
業

員
が
ど
ん
な
仕
事
を
ど
れ
だ
け
す
る
か
を
労
務
管
制
出
の
範
聞
内
に
帰
属
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
支
出
労
働
の
量
的
把
怪
か
ら
の
べ
よ
う
。
十
九
刊

紀
末
か
ら
労
務
管
川
町
は
「
一
円
の
公
司
ん
な
%
闘
」
に
表
損
さ
れ
る
熟
練
工

の
作
業
の
独
立
性
に
強
烈
な
不
服
を
一
市
し
は
じ
め
た
。
イ
ギ
り
ス
機
繊
ユ

業
に
お
い
て
は
、
「
課
業
管
理
」
を
中
川
慨
と
す
る
テ
ラ
i
シ
ス
テ
ム
町
全

体
系
は
一
九
一

A
O年
代
に
お
い
て
さ
え
支
凶
的
な
管
即
方
式
と
は
な
ら
ず
、

第
九
卜
三
巻

第
三
月

五
回

u 
ノt、

普
及
は
停
滞
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
思
想
と
方
法
と
は
、
作
産
管
理
と

し
て
、
一
人
九

0
年
代
か
ら
散
発
的
に
服
用
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
労
働

者
を
ム
ダ
に
動
か
さ
な
い
た
め
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
再
編
や
、
労
働
者
か
ら

ス

非

ル

技
能
を
管
う
た
め
の
ジ
グ
・
工
具
の
紘
一
管
班
中
、
慣
剖
闘
を
排
除
す
る
た

6
 

め
の
操
作
の
計
画
制
度
が
工
場
に
浸
惨
し
た
。
こ
れ
ら
は
熟
練
工
の
特
限

で
あ
っ
た
作
業
の
段
取
り
、
作
業
速
度
の
決
定
、
作
業
量
の
調
整
な
ど
の

知
的
な
労
働
を
熟
練
工
か
ら
は
く
在
中
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
作
業
り
厳
密

な
監
枇
や
時
間
の
計
測
が
機
械
工
の
新
し
い
粋
威
と
な
っ
た

G

今
や
熟
練

工
は
命
令
さ
れ
た
主
お
り
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
彼
ら
か
ら
奪
わ

れ
た
精
神
労
働
を
排
他
的
に
行
う
能
卒
技
師
-
企
回
係
・
進
行
係
な
ど
管
川
町

職
川
氏
の
き
め
る
畳
の
仕
事
を
、
一
定
時
間
内
で
遂
行
す
る
と
唱
と
に
な
っ
に
。

次
に
支
出
労
働
の
質
的
把
揖
に
移
ろ
う
。
こ
の
政
鮫
は
職
業
別
紅
合
の

職
域
規
制
に
打
翠
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
労
働
必
程
町
一
変
革
が
従
来

の
縄
張
り
を
撹
乱
L
、
い
く
つ
か
の
組
骨
が
細
張
り
争
い
の
混
乱
に
お
ち

入
っ
て
い
に
と
き
、
タ
イ
ン
河
畔
り
機
械
産
業
の
「
使
用
者
は
、
「
縄
張

り
を
争
う
労
働
者
に
っ
こ
れ
が
お
前
の
仕
事
だ
、
こ
れ
を
や
れ
仁
左
命

令
す
る
こ
と
を
使
泊
者
や
そ
り
代
却
人
に
許
す
こ

U
し
が
縄
張
り
争
い
の

混
乱
を
脱
す
る
唯
一
の
道
で
あ
る
之
の
べ
た
。
こ
の
際
経
世
に
よ
っ
て
き

め
ら
れ
た
仕
事
は
、
精
神
労
働
の
は
く
由
τさ
れ
た
、
川
市
約
な
、
専
門
化
さ

れ
た
肉
体
労
働
に
す
ぎ
な
か
う
た
。
労
働
者
は
熟
練
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
わ

が
ま
ま
で
御
L
難
く
な
る
か
ら
、
「
現
在
の
工
場
主
の
大
眼
目
は
科
学
と

資
本
と
を
結
合
し
て
、
労
働
者
の
仕
事
を
彼
ら
の
注
意
と
帯
用
さ
|
|
労



働
者
を
た
だ
ひ
み
つ
の
定
ま
っ
た
仕
事
に
の
み
に
用
い
る
な
ら
ば
、
若
い

中
に
よ
く
完
成
の
域
に
速
す
る
所
の
諸
力
能
ー
ー
を
働
か
せ
る
こ
と
に
帰

せ
し
め
る
に
あ
h
」
と
い
う
、
産
業
革
命
期
の
資
本
家
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ

の
教
訓
が
こ
の
時
期
の
機
械
工
業
む
資
本
に
学
び
唱
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
労
働
組
合
の
規
制
な
く
雇
用
さ
れ
る
半
熟
練
機
械
工
り
仕
事

は
、
完
全
に
個
別
企
業
の
掌
揮
下
に
あ
り
、
何
ら
の
統
一
性
も
な
か
っ
た
。

コ
ル
は
金
属
軽
工
業
に
は
じ
ま
る
半
熟
練
工
の
集
積
が
、
明
瞭
で
あ
っ

た
労
働
者
の
熟
練
階
層
を
崩
峡
さ
せ
た
と
の
ベ
た
後
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
そ
れ
ら
り
労
働
者
の
標
準
的
な
格
制
け
や
賃
金
率
を
確
立
す
る
己
と
を

ど
の
組
合
も
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
、
現
に
あ
っ
た
等
級
制
や
賃
率
は
工
場

こ
と
に
大
き
な
相
異
が
あ
っ
た
し
、
今
日
で
も
そ
う
で
あ
る
。
」
(
円
。
官
一

同

E
H
E
R
E
S
吉
J
『

E
骨
己
目
。
目
ω
目
呂
町
ω
司
口
ど
産
業
別
組

λ
(

け
が
不
・
市
l
熟
練
工
を
よ
う
や
く
隊
列
に
組
み
入
れ
た
と
き
、
彼
ら
の
作

業
の
や
り
方
と
賃
金
は
す
で
に
企
業
ご
と
に
多
程
多
様
で
あ
っ
た

e

沢
山

の
機
峨
工
を
雇
用
し
て
い
る
鉄
道
会
社
が
第
一
次
大
戦
後
、
回
大
台
同
し

た
と
き
、
各
鉄
道
会
社
の
従
業
員
の
職
務
の
配
置
は
横
々
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
る
数
千
に
及
ぶ
等
級
制
を
持
っ
て
い

九。

hr
〈
て
労
務
管
理
に
よ
る
支
山
労
働
の
質
量
把
巌
は
、
横
断
性
を
も

っ
て
い
た
職
業
別
組
合
の
労
働
遂
行
能
力
と
「
公
正
な
一
日
の
労
働
」
の

統
一
把
握
を
破
壊
し
労
働
に
企
業
的
刻
印
を
お
し
つ
け
た
。
実
質
的
に
同

じ
労
働
が
、
企
業
の
仕
事
を
定
義
す
る
峨
務
と
そ
の
序
列
の
形
成
に
よ
勺

て
、
労
働
白
範
囲
・
名
称
・
与
え
ら
れ
て
い
る
責
任
主
権
限
・
丹
進
ル

生
産
点
に
お
け
る
合
問
機
械
1
組
合
〕
の
機
能
伺

ーい

ト
な
ど
に
お
い
て
統
一
性
を
失
っ
た
。
企
業
的
枠
を
こ
え
た
労
働
の
標
準

性
と
い
う
団
結
の
基
礎
は
ゆ
る
が
さ
れ
た
の
で
あ
る

υ

第
三
に
、
雇
用
と
支
山
部
働
の
質
量
決
定
が
経
営
権
の
掌
握
下
に
な
る

こ
と
の
帰
結
は
、
賃
金
支
払
い
を
企
業
の
生
産
性
に
則
し
て
行
ラ
制
度
D

発
達
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
こ
〉
一
は
出
来
高
制
の
全
面
的
導

入
で
あ
っ
た
。
資
倍
あ
る
熟
練
工
の
「
日
の
公
正
な
労
働
」
に
対
す
る

時
間
給
を
経
営
の
決
定
す
る
支
出
労
働
の
質
量
に
白
接
関
係
す
る
出
来
高

給
に
転
換
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
私
は
す
で
に
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
、
出
来

高
払
制
の
試
み
が
た
え
ず
資
本
に
よ
っ
て
く
り
か
え
さ
れ

ιこ
ー
と
を
述
べ

た
。
し
か
し
生
産
の
転
換
性
の
大
き
い
機
械
産
業
で
は
こ
の
制
度
は
適
合

せ
ず
、
一
八
八
六
年
の
時
点
で
機
械
工
町
五
%
が
出
来
高
給
。
下
で
働
く

‘
に
す
ぎ
な
か
っ
九
。
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
経
た
一
九
O
六
年
に
は
こ
の
割
合

は
二
七
%
に
高
ま
っ
た
。
職
種
別
の
推
移
を
み
れ
ば
、
仕
上
工
、
旋
縦
工

に
つ
い
て
は
、
山
来
高
給
労
働
者
は
七
%
二
八
八
六
年
)
一
一
三
%
(
一

九
O
六
年
)
一
一
一
七

f
四
六
%
(
一
九
一
凶
年
)
で
あ
り
、
く
り
か
え
し
作

業
の
多
い
機
械
逆
転
工
に
つ
い
て
は
、
同
時
点
で
、
一
一
骨
、
四
七
功
、

五
O
%
で
あ
っ
た
ロ

山
来
高
払
制
の
導
入
は
賃
金
の
企
業
同
格
差
確
立
の
可
能
性
を
準
備
し

た
。
け
だ
し
こ
の
場
合
、
同
一
質
の
労
働
力
も
生
産
手
段
町
差
異
に
よ
り

賃
令
に
格
差
が
つ
く
か
ら
で
あ
る
二
長
結
条
件
は
出
来
高
制
導
入

の
向
由
の
か
わ
り
に
、
当
該
労
倒
者
と
職
長
や
賃
率
決
定
者
と
の
聞
の
価

格
決
定
に
つ
い
て
の
相
互
取
き
め
の
原
則
を
確
認
し
た
。
し
か

L
相

互

第
九
十
一
一
言
苦

。
ゴL

ft 
五

第
三
号



生
度
以
に
お
け
る
j
A
A
N

同
機
械
工
組
合
「
り
機
能
叫

取
き
め
が
労
働
組
合
白
原
則
に
根
ざ
し
た
集
団
的
な
取
組
み
で
な
い
か
ぎ

り
、
そ
れ
は
賃
金
決
定
に
お
け
る
団
体
交
捗
の
個
人
取
出
に
よ
る
法
択
で

し
か
な
い
。
主
り
わ
け
一

O
刊
記
の
一

C
4
代

r単
純
山
来
高
制
が
フ
レ

ミ
ア
ム
ボ
ー
ナ
ス
制

!ll主
F
し
て
ロ
ワ
ン
制
ー
ー
に
発
展
す
る
と
企

業
は
し
ば
し
ば
、
ボ
ー
ナ
ス
附
与
を
全
く
恩
恵
視
し
、
ポ
ナ
ス
の
額
や

そ
れ
が
計
持
さ
れ
ゐ
基
礎
を
同
体
的
で
あ
れ
、
個
人
的
で
あ
れ
、
恥
よ
平

交
捗
か
ら
胡
除
す
ゐ
行
動
を
主
っ
た
」
か
く
て
出
来
高
制
や
そ
の
変
形
の

報
酬
形
態
の
干
で
の
平
価
や
計
算
山
刀
法
は
工
場
ご
と
、
企
業
、
」
と
に
不
統

(
n
v
 

一
に
な
っ
た
。

各
工
場
・
企
業
で
独
自
の
発
展
を
と
げ
る
出
来
高
制
に
対
し
て
、
明
鮒

組
合
の
政
策
は
各
職
場
組
織
y
と
に
、
地
方
支
部
ご
と
に
不
統
一
な
抵
抗

生
行
ラ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
あ
る
工
場
で
は
、
経
営
の
志
の
ま
ま
に
賃
金

卒
が
決
定
吉
れ
、
あ
る
工
場
で
は
相
互
取
き
め
が
竹
わ
れ
、
あ
る
工
場
で

は
職
場
組
織
に
よ
る
同
件
交
渉
で
出
来
高
制
に
刻
処
し
た
。

A
s
r
u
の
統

一
政
策
は
出
来
高
払
制
の
も
た
ら
す
労
働
強
化
を
考
献
し
て
、
川
間
給
よ

り
多
い
収
入
を
保
副
さ
せ
る
こ
主
で
あ
っ
た
。
一
九
の
一
一
年
の
協
約
は
と

れ
を
保
一
一
証
し
、
一
九
一
九
年
の
協
約
は
出
来
高
質
本
は
同
闘
賃
率
の
三
一
二
一

ハロ)

三
世
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
と
は
い
え
こ
の
政
策
は
必
働
と
賃

金
の
結
び
付
き
が
経
常
の
手
で
よ
り
緊
密
な
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
阻
止

ジ
ヨ
ツ
/

E
き
な
か
っ
た
。
「
出
来
高
払
制
は
職
場
ζ

と
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
仕
事

ご
と
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
出
来
高
払
制
の
下
で
附
く
す
べ
て
の
一
熟
練

労
働
者
に
は
、
生
産
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
原
惟
賃
率
が
卜
支
払
わ
れ
ね

摺
九
十
コ
巻

〔一)

第

53 

ヲ正

ノ、

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
主
張
以
上
白
集
問
的
な
労
嗣
組
合
規
制
は
何
も
な
か
っ

た。」

(
2
5
}
君
。
岳
寄
与
口
占

E
E
E
E一
E
N
N

司
い
ど
資
格
あ

る
労
働
者
に
刻
す
る
賃
平
で
は
な
〈
、
労
働
格
付
け
の
」
に
立
つ
、
支
出

す
る
労
働
に
対
す
る
貨
卒
と
い
う
労
働
組
合
の
政
旅
が
展
開
す
る
に
さ
き

が
け
て
、
複
雑
な
企
業
内
賃
金
枯
造
が
川
来
高
制
導
入
を
契
機
と
し
て
形

成
さ
れ
て
い
く
り
で
あ
る
。

要
約
し
よ
う
υ

イ
ギ
り
ス
機
械
工
業
資
本
の
強
力
主
経
営
権
の
主
張
は

、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
打
破
し
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ

l

|職
場
の
全

員
へ
白
労
働
組
合
規
制
ー
ー
を
拒
否
し
た
。
経
営
は
労
働
組
合
規
制
を
捌

、
、
、
、
、
、

除
し
て
安
植
な
タ
働
力
を
雇
用
し
、
従
業
員
に
熱
練
乱
事
を
独
占
さ
せ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

制
度
、
井
進
制
を
発
達
さ
せ
た
。
経
営
は
労
働
組
合
規
制
を
排
除
し
て
主

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
司
、
、
、
、
、
、

出
労
働
の
賞
最
と
賃
A
V
の
額
及
び
体
系
を
決
定
し
た

d

以
上
に
よ
っ
て
%

働
者
は
特
定
企
業
の
従
業
員
と
し
て
の
性
格
を
つ
よ
め
、
彼
の
仕
事
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
労
働
肉
体
の
客
観
化
、
技
能
の
標
市
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
節
聞
と
作

業
量
に
お
い
て
企
業
特
有
の
性
格
を
つ
よ
め
、
彼
の
賃
金
は
企
業
の
生
産

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
(
臼
〉

条
件
、
生
産
性
に
よ
っ
て
企
業
同
格
差
を
つ
よ
め
た

n

本
稿
の
分
析
対
象

か
ら
は
除
か
孔
て
い
る
が
、
推
積
す
る
独
占
段
階
の
慢
性
的
保
業
は
、
雇

用
と
賃
金
D
企
業
性
に
労
働
者
に
も
又
執
活
を
生
み
出
さ
せ
る
物
質
的
条

什
で
あ
る
@
職
業
別
組
合
の
排
他
性
が
も
た
ら
す
混
乱
に
対
す
る
資
木
の

側
の
解
答
は
ま
さ
に
匝
川
、
支
出
労
働
・
賃
金
の
個
別
企
業
に
L
L

る
J

円
出

故
置
と
企
業
別
分
断
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
刺
刊
の
採
算
単

位
で
あ
る
企
業
が
利
潤
獲
得
の
観
点
か
ら
支
出
労
働
と
賃
金
を
直
接
把
握



す
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
支
出
好
働
と
賃
金
を
利
潤
に
と
っ
て
の
与
件

か
ら
、
そ
の
函
数
を
す
る
こ
と
を
立
味
す
る
。
独
占
段
階
に
み
ら
れ
る
企

業
別
・
縦
断
的
汚
働
市
場
の
形
成
に
は
、
こ
の
よ
う
な
資
本
町
論
理
が
働

い
て
い
る
a

次
の
課
同
国
は
以
上
の
様
な
近
代
化
へ
の
資
本
の
道
と
捨
抗
す

る
近
代
化
へ
の
労
働
者
の
道
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ω
険
制
工
業
で
桜
山
日
柿
心
主
抗
が
拾
印
刷
し
た
理
山
は
合
理
化
を
せ
ま

b
れ
た
資
本
に
、
グ
一
プ
フ
ト
ユ
一
一
介
ン
心
強
い
職
業
へ
の
持
制
が
「

種
白
人
民
符
忠
之
む
品
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
回
勺
ロ
己

2
4
2ゎ
-

M
U
F
G
V
M
m恥
R
一mh場、
L
h
f
h
c
ピ
全
己
主
三
件
-
可
。
ミ
rm
司
旬
、
門
。
足
立
C
N
H
U
M
U
唱

。Ni∞
日
)

ω
イ
ギ
リ
ス
機
械
」
主
心
オ
I
フ
ン
シ
ョ
ッ
プ
迎
動
は
ア
メ
リ
カ
大

量
生
産
工
業
に
お
け
る
よ
う
な
罫
力
的
な
組
什
排
除
と
御
川
組
合
の

育
成
を
通
じ
て
は
行
わ
れ
ず
、
職
業
川
組
合
に
歪
協
し
て
、
組
合
の
机

什
民
民
つ
い
℃
の
交
場
権
を
認
め
な
が
ら
、
不
半
熟
練
り

4
組
合

日
に
対
し
て
強
力
な
紅
白
称
を
行
位
す
る
と
い
う
形
で
進
め
b
れ
た

G

ぞ
う
し
て
労
働
組
令
の
名
門
化
H
H
同
体
交
院
の
泣
義
の
汗
少
化
が
は

炉
、
わ
れ
た
ω

と
り
わ
け
本
件
労
働
者
の
交
朽
の
時
期
に
口
、
職
場
組

織
の
未
成
品
、
職
場
問
題
へ
の
統
一
的
組
令
政
位
以
の
欠
如
が
労
働

組
合
心
有
詐
を
資
本
に
と
っ
て
た
え
う
る
も
の
之
し
た
の
で
あ
る
。

ω
己
ロ
ο
σ
F
4
E
h
m
p

呂
田
、
百
戸
岳
山
に
も
阿
趣
旨
む
叙
述
が

あ
る
。

川

刊

印

待

出

宅

喜

σ
v
o
v
z
一
勺
邑
日

生
産
点
に
お
け
る
ぷ
同
刷
機
械
工
組
合
仁
の
機
能
科

な
お
般
に
労
働
者
の

引
キ
リ
テ
イ

企
業
へ
の
忠
誠
を
粧
仰
す
る
と
い
う
立
味
で
昂
進
は
資
本
家
耐
令
制
品

目
に
削
ち
た
ひ
L

に
つ
の
労
務
官
理
で
あ
る
。

ω
m
w
回
君
。
与
を
品
目
V

邑
ロ
ャ
色
品

ω
町

出

E
4
H
Q百
三
る
お

ゆ
栗
凶
健
、
前
掲
什
一
炉
、
七
六
ペ
ー
ジ

的

ユ

ア

の

言

課

0

マ
ル
ク

λ

「
刊
学
の
釘
凶
山
村
語
訳
、
川
被

支
出
一
五
八

l
九
ペ
ー
ジ
。

川

仰

ロ

]

川

H
h
c
F
-

」「王、
O
L
N
a
h
N
R
C
3
E
H
2九
R
E
S
E
s
h
さ
呂
田

日

V
H
-
U
E

ω
こ
の
点
に
つ
い
て
は
品
折
克
部
イ
ギ
り
ス
独
占
形
成
期
に
お
け

る
何
働
市
場
構
造
へ
の
一
視
向
」
-
一
橋
前
遣
い

A

九
六
↓
年
一
月

号
を
参
照
。

川
口
出
合
つ
ず
}
戸
主
主
凶
言
、

o
d号
s
h
a
m
N
O
S
H
U
N
N

出
日

J

河町田

ω
こ
の
フ
F

セ
ス
に
つ
い
て
は
高
柑
品
切
、
町
掲
論
文
を
事
問
。

ω
こ
の
ラ
イ
シ
の
上
に
ly
つ
資
本
家
的
世
金
明
坦
の
仰
結
は
、
時
用

柿
相
川
問
。
辿
純
化
が
進
み
、
生
産
性
が
ア
一
ア
ン
ト
人
」
休
の
稼
副
に
一
肌
絞

依
荷
す
る
ん

1
L械
式
の
花
山
町
段
附
に
あ
ら
わ
れ
る
新
し
い
同
問
給
H
H

職
務
給
で
あ
る
。
木
稿
の
対
虫
L
ζ

す
る
当
時
の
機
械
工
業
の
賃
余
管

型
は
ζ

の
前
段
階
の
も
の
で
あ
る
ω

職
務
給
が
可
能
で
あ
る
条
件
は
、

一
抵
の
賃
金
給
制
を
、
川
々
の
労
働
の
町
北
に
払
ず
し
も
対
応
せ
ず

に
、
企
主
内
の
詰
正
と
杭
限
心
科
医
を
あ
ら
わ
1
m
u
拘
序
刈
一
山
川
札
つ

τ分
配
す
ゐ
こ
と
が
、
生
位
性
向
上
と
労
働
将
耐
仰
を
破
広
し
な
い

的
九
寸
ニ
溢

第
一
一
号

Yi. 
七



氾
院
と
口
に
お
け
る
寸
合
同
機
械
工
組
合
勺
。
機
能
伺

山
恒
皮
の
機
械
の
述
結
化
と
労
働
力
説
製
独
占
の
確
立
で
あ
る
左
私
は

也
う
。
(
拙
稿
「
職
務
枯
と
労
働
組
合
」
岸
本
英
太
郎
制
一
口
述
耐
の

な
か
の
賃
金
論
-
所
収
、
事
問
〉

第
四
節

A
5
E
か
ら
A

E

U
へ

己
こ
で
は
労
働
過
程
。
変
ヰ
に
よ
り
晶
揺
さ
せ
ら
れ
、
労
務
管
理
の
拾

頭
に
よ
り
破
産
さ
せ
ら
れ
た

A
5
E
の
政
策
の
隆
史
的
展
開
を
素
摘
す
る
。

政
策
変
質
。
論
理
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
は
第
一
に
A

S

E
が
不
半
熟
練
工
・
青
年
徒
弟
・
婦
人
を
組
合
員
之
し
て
容
認
し

て
い
く
職
稲
内
排
他
性
打
破
の
道
、
第
二
に
多
〈
の
熟
練
工
組
合
が
合
同

し
て
産
業
別
組
合
を
形
成
す
る
一
方
、
職
場
組
織
を
形
成
し
職
場
交
渉
主

発
達
さ
せ
て
い
ど
職
種
間
排
他
性
打
破
の
道
と
し
て
把
握
で
き
よ
う
。
こ

の
分
類
は
も
と
よ
り
便
宜
的
で
あ
り
、
制
合
政
策
白
社
会
化
が
進
む
に
つ

れ
て
何
者
の
相
互
規
定
性
は
ま
す
ま
す
強
ま
り
、
産
業
別
組
合
と
し
て
の

組
織
と
政
策
が
成
熟
し
て
い
〈
白
で
あ
あ
。

A
S
E
は
総
供
給
の
制
限
さ
れ
た
平
均
賞
。
労
働
力
に
対
し
て
標
準
賃

率
主
雇
用
を
確
保
す
る
之
い
う
一
貫
性
あ
る
政
策
体
系
を
も
ち
、
い
く
つ

か
の
追
ず
い
者
を
従
え
た
代
表
的
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
シ
で
あ
っ
た
。
組
合

員
の
伝
統
的
政
策
へ
の
執
着
之
新
し
い
事
態
へ
の
保
守
性
は
き
わ
め
て
強

〈
、
労
働
過
程
の
変
革
を
肯
景
と
し
た
明
務
管
理
の
挑
戦
を
受
け
て
立
つ

こ
と
は
充
分
立
ち
巡
れ
た
。

A
S
E
は
腎
本
に
対
し
て
の
み
で
は
な
く
、

実
に
不
熟
帥
工
や
他
の
職
業
別
組
合
と
も
果
敢
に
闘
争
し
て
い
た
の
で
あ

第
九
十
一
一
一
議

第
三
日

河:
ノ1、

る
。
も
と
よ
り
八
0
年
代
円
新
組
合
主
義
の
刺
激
を
う
け
て
、

A
S
R
内

部
に
も
新
し
い
胎
動
が
は
じ
ま
っ

ι

て
い
た
。
一
八
八
九
年
、
ロ
ン
ド
ン
白

シ
ル
パ
タ
ウ
ン
で
二
七
名
の

A
S
E
組
合
員
の
働
く
企
業
の
不
熟
練
工

が
闘
争
を
行
っ
た
と
き
、

A
S
E
の
と
フ
た
奇
妙
な
対
応
は
、
明
ら
か
に

新
旧
同
派
の
妥
協
の
産
物
干
あ
っ
た
。
遼
巡
の
の
ち
執
行
部
は
「
組
合
員

ι仕
事
を
続
け
さ
せ
る
一
方
、
ス
ト
ラ
イ
キ
す
る
不
熟
練
工
に

1
0ポ
ン

ド
の
支
援
を
与
え
、
争
議
内
調
停
者
と
し
て
働
く
こ
と
を
中
L
出
る
Lr
い

う
綱
渡
り
を
や
っ
て
の
け
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
」
(
す
同

2
2
r

4
2
F
唱
さ
田
)
ま
た
八
S
E
は
一
八
九
二
年
の
規
約
叩
改
正
で
、
激

拘
の
末
、
入
職
制
限
を
緩
和
し
、
共
済
機
能
、
と
職
業
政
策
白
結
び
付
き
を

稀
薄
に
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
内
部
の
新
し
い
め
は
未
だ
職
業
別
組
合

の
弱
体
化
し
た
栴
成
を
回
復
す
る
た
め
り
戦
闘
性
の
蚊
呼
に
す
ぎ
な
か
っ

た。

A
S
E
が
耕
他
性
の
打
破
の
道
を
歩
む
り
は
、
一
八
九
七
年
ロ
ッ
ク

ア
ウ
ト
の
敗
北
後
の
こ
主
で
あ
る
ω

第
一
の
過
程
ロ
人
S
E
が
不
半
熟
練
工
に
組
合
加
盟
を
許
し
、
彼
ら

の
労
働
条
刊
の
規
制
を
は
じ
め
る
過
程
は
「
機
械
問
題
」
へ
の
対
応
に
集

約
さ
れ
る
。
機
械
悶
胞
と
は
単
能
化
し
た
機
械
に
誰
が
い
な
か
る
賃
率
で

出
医
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
L

乙
で
あ
る
。
そ
し
て
機
械
問
題
の
解
決
の
歩
み

は
、
実
は
組
合
の
労
働
の
格
付
け
の
歩
み
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ふ
働

組
合
は
活
働
者
四
階
層
付
け
か
ら
牛
匪
点
の
支
出
労
働
の
倍
付
け
に
政
僚

を
転
換
す
る
と
き
は
じ
か
ち
排
必
性
を
脱
却
で
き
る
か
ら
九
日
あ
ト
。
ジ
エ

フ
ァ
リ
l
ズ
に
よ
れ
ば
機
減
問
題
に
つ
い
て
人
S
E
に
は
三
つ
の
考
え
方



が
あ
っ
た
白
川
新
工
程
の
導
入
自
作
に
反
対
す
る
も
の
、

ω熟
練
工
が
労

働
を
新
し
い
機
械
に
迎
合
さ
せ
、
仕
事
の
批
占
を
維
封
し
よ
う
と
「
る
も

の、

ω熟
練
工
の
賃
下
げ
を
防
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い
機
減
操
作
の
そ
れ
ぞ

れ
に
格
付
け
(
賃
半
設
定
)
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

ωは

文
字
ど
う
の
進
歩
に
対
す
る
闘
争
で
あ
り
‘
ゅ
は
代
替
性
あ
る
労
働
へ
の

独
占
と
い
う
意
味
で
、
む
し
ろ
排
他
性
の
強
化
で
あ
っ
た

G

そ
し
て
妥
結

条
件
は
こ
れ
を
全
く
拒
否
し
た
の
で
あ
る
也
発
展
の
方
向
を
示
唆
し
て
レ

る

ωは
未
だ
政
策
化
し
な
か
っ
た
。
新
工
程
導
入
白
め
ざ
ま
L
さ
と

A
S

E
内
部
の
強
い
ク
ラ
フ
ト
ユ

ι

オ
ス
ム
の
残
存
が
統
一
し
た
政
策
化
を
は

ば
ん
だ
。
例
え
ば
A
S
E
代
友
会
議
は
一
九

O
一
年
に
半
熟
練
機
械
工
り

五
「
ト

l
H円
い
|

L

門

下

古

仇

的

ふ

的

年

ス

職

ら

一

一

ー

」

0
9
却

γ
脱
走
れ
性
は

2

0
て
な

混

一

民

一

出

即

日

側

側

側

附

則

側

一

M

l
日
目
り
安
ら
恒
準
印
J

え
ば

岐

、

一

叫

U，
M
M

刊
以
礼
町
山
，

m
丸

町

一

E
J
L
H
ょ
川
市
は
味

ι
i
E
山
明
治

o

v

J
一
1

3

4

2

2

2

4

8

8

b

氾

-
x
e
7
り
ヵ
コ
グ
v
た

A
カ
ゼ

数

一

一

1
l
H什
川
1
1
1
1
1
1
lー
ー
l
i
l
i
-
-
l

市
4
《
市
日
お
助

E
Vコ
問
を

員
一
度
一
一
刊
比
却
お

ω
官
犯
叫
岨
日
伍
叫
印
一
品

p
m平T
1
p
に
淑

A
基

h
Uドv
仲

業

~

A令
門
一
年
川
巾
川
日
凶
凶

ω
凶

川

凶

印

凹

一

唱

可
1

1
《

史

紀

る

.

の

b
叫刈川/(¥残川

組

「

「1
一

I叶

lll1汁

l
l
l
l
1
1
4
l
1
1
1
L
B
叩

2河
年
叩

T吐
け
問
年

M万
川
主

h

幻
一
数
一

A

-

S

E

一
&
日

mm}m叩
叩
功
同
別
札
れ
一
叫
川

rLhU付山

E

一
一
「
1
1
1
l
l
l
l
l
l
i
1
l
l
l
l
i
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
1
l
l
l
l
l
}
L
S
ρ
:
h比

S
h
K
町ドれリ併附

I
定

y

レ

D

A

一

一

0

3

お

岨

1

2

2

9

8

4

2

3

一
土
日

d

U
町

λ
紀
4

回
r
l
k
c

、
3

L
一

A
m
山

川

m
m
m
酬

明

w
w
w
m
一一泊

l
J
M
m

↓
j
t
m
弘
'
ヅ
川
一
川

M

S

一

人

!

日

日

目

先

I

L

5

6

9

8

n

一年
J
U

は
・
宅
パ
釘
刊
悩
迄
ロ
ン
て
ろ

l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
!
l
i
l
-
-

一
向
日
年
は
む
ム
と
に
に
年
凹
ガ
め
だ

E

0

1

n

v

s

B

5

ο

5

0

7

0

0

一日

T
m
棒

e
メ
ド
人
く
主
岨
二
一
求
い

円
一
釘
目
前

m
u
u
回

目

的

倒

的

引

一

d
u
以
出
・
肱
之
矢
印
節
P

を
な

5

一
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一1
l

一

2

: 部
会
〈
民
宮
古
5
1
m
o
E
Eと
を
、
一
九
一
二
年
に
不
熟
練
了
一
の
部
会

3
2
t
s
司
)
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
提
案
は
い
ず
れ
も
多

数
の
川
組
合
主
義
者
の
反
対
を
う
け
、
官
実
上
無
効
と
さ
れ
て

L
ま
っ
た
。

か
く
て
工
場
の
中
で
は
、
噌
加
し
つ
つ
あ
る
、
支
出
労
働
と
賃
金
に
お
い
て

労
働
組
合
規
制
を
受
け
な
い
半
熟
練
工
が
新
し
い
京
仲
労
働
者
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た
@
彼
ら
は
組
合
を
は
な
れ
て
、
特
定
企
業
の
中
で
列
進
に
よ
っ

て
高
い
地
位
を
享
受
す
る
よ
う
努
め
る
か
、
新
組
合
主
義
の
生
み
出
し
た

ヅ
エ
ヰ
ラ
ル
ユ
一
オ
ソ

一
般
組
合
に
加
入
す
る
か
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
機
械
問
題
は
種
々

り

1
キ
ゾ
〆

の
機
械
に
つ
く
労
働
の
伽
格
の
問
題
に
帰
荒
す
る
。
」
あ
る
い
は
機
械
の

νイ
テ
イ
ン
タ

格
付
け
を
示
唆
し
、
「
組
合
員
は
あ
る
機
械
工
具
に
限
定
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
唱
と
い
う
こ
〉
一
の
感
傷
的
な
理
由
を
云
々

す
る
こ
と
に
時
間
を
費
す
よ
り
は
、
組
合
加
入

の
条
件
を
容
易
に
L
、
機
械
産
業
の
全
て
の
労

働
者
を
、
熟
練
a

半
熟
練
を
問
わ
ず
A
n
h
E
に

加
入
さ
せ
る
だ
き
だ
。
」
と
い
う
志
見
は
未
だ

「
卓
見
の
小
数
者
」
(
]
品
。
百
官
、

4
5
m可

M

V

H

的
ご
の
も
の
に
腎
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

半
熟
練
機
械
工
へ
の
政
策
は
一
九
二

0
年
代

に
転
換
を
迎
え
た
ω

旋
盤
を
中
心
と
し
て
舟
機

械
出
凶
作
に
同
率
叉
は
新
千
低
率
の
格
付
け
が
設

定
さ
れ
、
全
機
械
操
作
は
最
低
賃
率
を
持
わ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
組
合
の
主
張
は
一
九
-
三

ル
ー
庄
山
川
に
お
汁
る
「
合
同
機
械
工
組
合
n

一
の
機
能
伺

第
九
」
l

三
者

第

り

五

九



ル
ー
産
点
に
お
付
る
「
合
同
機
械
工
組
合
」
の
機
能
伺

年
の
節
三
回
ロ
y

ク
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
刊
ひ
経
岱
株
に
開
問
L
た

n

し
か

し
一
九
二
六
年
の

A
E
U
(
九
日
下
が
他
組
合
と
合
同
し
た
押
産
業
別
組

仔
)
の

F
E
E
P
〈

-
ω
O
O
Z
E
A
一

同

同

〉
λ
半
熟
練
工
及
び
転
職
者

部
の
会
)
の
設
世
と
こ
九
三
一
一
年
か
ら
の
組
合
員
の
急
増
を
背
景
と
し
て

一
九
三
六
年
の
要
求
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
要
求
は
、
川
平
削
盤
研
融
市
粧

セ
〕

Y
p
-
-ス
プ

ル

レ

イ

卜

・
タ
レ
ッ
ト
旋
盤
普
通
旋
盤
な
y
し
の
蝶
作
に
は
全
賃
半
を
、
制
山
4
1
ボ

ー
ル
縦
・
ね
じ
切
り
蝶
な
ど
の
操
作
に
は
九

O
%の
貸
率
を
、
的
そ
の
他

の
機
械
操
作
の
賃
率
は
団
体
安
捗
に
よ
る
決
定
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
要
求
は
全
機
械
操
作
の
格
付
は
可
能
で
あ
り
、
航
続
に
不
mm応

な
配
出
は
経
常
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
裏
利
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
賃
金
闘
争
の
取
組
み
は
産
業
別
組
合
の
〆
打
う
労
働
格
付
け
政
策
で
あ
り
、

運
輸
一
般
労
組
や
全
同
一
般
都
市
活
組
の
支
持
を
う
け
た
。
し
か
し
な
が

ら
経
営
は
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
者
の
熟
練
と
操
作
さ
れ
る
機
械
と
な
さ

れ
る
仕
事
の
性
質
と
の
ヨ
一
重
の
基
準
ー
一
で
支
払
う
こ
と
を
主
張
し
た
。

2
 

経
営
は
砲
雑
な
「
ま
や
か
し
の
体
系
」
を
基
準
と
し
て
持
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
組
合
の
労
働
格
付
け
の
流
産
を
は
か
勺
た
り
で
あ
る
ω

各
職
場
で
は

熟
練
・
機
械
仕
事
の
そ
れ
ぞ
れ
の
怠
味
と
比
重
と
を
め
ぐ
っ
て
際
限
り

な
い
混
乱
が
続
い
た
。
そ
し
て
労
働
組
合
側
で
も
機
械
操
作
(
告
側
〉
の

格
付
吋
と
労
働
者
の
格
付
け
の
い
ず
れ
が
止
し
い
か
を
め
ぐ
っ
て
く
り
か

3
 

え
し
論
争
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
半
熟
疎
ー
の
機
械
操
作

r
つ
い
て
の

労
働
格
付
け
(
賃
帯
決
定
)
は
各
企
業
の
白
山
裁
量
か
職
場
交
渉
に
委
ね

ら
れ
て
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。
況
在
の
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
業
は
熟
練
仕

第
九
十
三
巻

第
一
一
旦
f

仁〕

F叫

上
主
不
熟
練
斗
の
貸
率
を
全
国
協
約
化
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
新
し

い
前
接
部
門
の
労
働
者
に
つ
い
て
労
倒
組
合
は
I

叉
出
切
働
と
賃
金
の
統
一

規
制
に
未
だ
成
功
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
e

キ
し
て
I
L
O
は
イ
ギ
り
ス

機
M

削
工
業
の
実
質
的

rは
同
じ
労
働
に
全
国
で
数
百
に
も
及
ぶ
却
な
る
貸

率
が
適
則
さ
れ
て
い
る
と
知
告
し
て
い
る

G

杭
到
制
佐
の
崩
附
棋
の
後
に
あ
ら
わ
れ
た
百
年
労
働
者
と
長
い
間
組
合
か

ら
排
除
さ
れ
、
無
制
限
な
抽
詐
取
の
刻
象
と
な
っ
て
い
た
婦
人
労
働
者
の
労

働
条
件
に
対
す
る
組
合
の
規
制
の
拡
大
は
、

A
E
U
の
産
業
別
組
合
と
し

的

ν
K

スベ

wr

て
の
政
策
の
重
要
な
側
同
で
あ
る
の
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
加
え
て
、
不
-
半

熟
練
工
青
年
婦
人
首
働
者
を
労
働
組
合
に
包
摂
し
、
身
分
・
九
l

齢
-

性
に
か
か
わ
ら
ず
な
さ
れ
る
労
働
に
対
し
て
白
金
を
支
払
う
と
い
う
原
則

は
よ
う
や
く
第
二
次
大
慌
後
、

A
E
U
り
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
c

労
似

組
合
が
新
し
い
労
働
過
程
の
干
で
、
支
出
、
弘
樹
と
賃
金
の
結
合
忙
取
組
み

は
じ
め
た
指
標
は
現
代
の
新
し
い
賃
金
構
造
の
要
求
で
あ
る
。
「
A
E

U
・
今
日
の
政
策
の
嬰
点
」
は
の
ぺ
て
い
る
。
「
労
働
制
合
は
こ
の
産
業

の
す
べ
て
の
%
働
者
の
賃
率
引
上
げ
の
み
で
な
く
、
今
日
で
は
地
方
毎
に

グ
レ
イ
ド

ぞ
の
貸
率
が
異
な
っ
て
い
る
半
熟
鯨
ー
の
す
べ
て
の
格
利
け
に
対
し
て
の

全
問
的
最
低
賃
キ
を
要
求
す
る
。
」
(
〉
出
口

H
g
f円
己
5

2。
ロ
可
。
日

己
お
開
口
町
田
。
。
ロ
]
E
m
Q
M
V

宮
山
〉
と
。

節
白
一
の
遁
裂
。
職
業
別
組
合
が
制
張
り
争
い
を
克
服
し
て
職
場
の
全
員

組
織
を
形
成
し
、
産
業
別
組
合
の
実
体
を
整
去
る
道
で
あ
る
。
と
は
い
え

熟
練
職
相
ご
と
に
間
結
し
た
多
く
の
組
合
が
強
固
な
職
域
独
占
を
諮
っ
て



ア

ザ

ガ

J
P
I
Jノ
J

Y

い
た
機
械
工
業
で
法
、
汗
同
は
A
S
E
D
政
策
の
連
続
的
発
展
と

し
て
は
成
果
を
み
ゐ
こ
主
が
で
き
な
か
っ
た
)
話
ク
ラ
ブ
}
「
一
ニ
オ
ン
の

合
同
は
、

7
I
式
組
合
と
は
別
の
刻
抗
的
リ
ー
ダ
ー
シ
γ

プ
を
も
っ
第
一
次

ン
Z

ノ

ゾ

ス

F
3
ノ

に

わ

大
仙
川
市
の
職
場
委
員
運
動
の
展
開
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

戦
怖
に
お
い
て
も
職
業
別
組
合
は
工
場
に
職
場
委
員
を
設
置
し
て
い
た

J

し
か
し
彼
ら
は
【
父
宇
と
お
り
組
合
の
代
理
人
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
組
ム
n

民
証
の
検
木
川
、
組
合
費
徴
収
、
組
合
加
入
勧
告
、
様
車
賃
率
時
間
な
ど

劣
働
条
件
の
旺
仰
、
支
消
へ
の
現
状
線
併
に
隈
ら
れ
て
い
た
u

「
職
場
で

問
題
が
発
生
し
て
も
、
職
場
委
員
に
は
職
長
や
経
営
者
と
交
渉
す
る
正
式

の
権
利
が
な
か
っ
た
。
」
八
円

o
-
R
4
2
N
一
H
V
S
む
し
ろ
職
場
委
員
が

ソ

1
9
ス
ュ
=
」
乃
2

J
ス
ム

交
渉
権
を
も
つ
こ
と
は
労
働
組
合
の
敵
で
あ
る
「
工
場
組
合
主
義
」
で
あ

り
、
職
場
組
織
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
「
特
定
の
使
用
古
が
従
業
員
を
机

合
の
隊
列
か
ら
汁
雌
す
た
め
の
反
組
骨
的
策
動
一
(
(
証
。
】

E
E
M
U
S

だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
定
資
格
の
労
働
者
の
、
公
正
な
一
日
の
、
労
働
に
対
し
て
賃
金
が
支
払

わ
れ
あ
こ
と
が
実
質
上
の
標
準
労
働
条
件
を
保
評
し
た
段
階
で
は
職
場
組

批
酬
の
機
能
が
組
合
地
方
支
部
の
機
能
に
版
以
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
。
行
が
資
本
家
的
経
営
が
生
斥
点
に
お
吋
る
管
出
を
強
化
す
る

r
つ
れ

て
、
A
S
E
O
職
場
組
織
や
職
場
交
捗
O
欠
如
は
労
働
条
件
。
標
準
化
に

と
っ
て
怪
惜
と
な
っ
た
@
か
く
て
各
職
場
で
は
向
発
的
に
職
場
委
員
会
や

山
来
高
払
制
一
委
員
会
が
発
生
し
、
イ
ン
フ
オ
マ
ル
な
交
渉
が
発
生
し
た
ω

を
し
て
こ
の
職
場
交
渉
の
発
達
は
、
労
働
過
程
の
特
質
か
ら
必
然
的
に
諸

主
庄
点
に
お
け
る
1

合
同
機
械
工
組
合
」
心
機
能
伺

職
業
別
組
合
の
共
同
行
動
を
成
熟
さ
せ
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
)

第
一
次
大
技
中
の
職
易
委
員
運
動
は
は
げ
し
い
勾
倒
の
稀
釈
化
や
出
来

高
払
制
の
導
入
な
ど
従
来
の
職
場
慣
行
の
棚
上
げ
及
び
実
質
賃
金
の
低
下

に
起
因
す
る
。
だ
が
そ
う
し
た
労
倒
条
件
の
変
化
が
「
大
蔵
省
協
定
」
に

よ
る
A
A
S
E
の
交
渉
権
の
停
H
|
|戦
時
経
済
政
策
へ
の
協
力
ー
ー
の
下

で
遂
行
さ
れ
る
以
上
、
労
働
者
の
不
満
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
交
話
心

地
で
あ
る
職
場
組
織
に
闘
い
の
場
を
見
品
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
職
場
委
員
連

ワ
ー
ヵ
ー
メ
コ
ゾ
卜
w
l
ん

助
は
産
業
の
労
働
者
管
理
の
思
想
を
も
っ
サ
ン
ア
ィ
カ
リ
ス
ト
や
「
産
業

別
組
合
主
義
者
」
の
指
導
に
よ
る
、
非
公
式
の
職
場
委
員
を
も
含
め
た
運

助
と
し
て
展
開
し
た
。
一
九
一

O
年
以
来
、
時
間
短
縮
運
動
等
を
通
じ
て

活
動
を
始
め
て
い
た
、
諸
職
業
別
組
合
の
「
骨
同
委
員
会
」
は
一
九
一
己

年
、
「
全
国
職
場
委
員
運
動
」
に
合
同
し
て
い
る
。

と
は
い
え
職
場
組
織
や
職
場
交
渉
が
伝
統
的
政
策
の
後
退
の
結
果
、
必

然
的
に
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
生
み
山
き
れ
て
い
た
機
能
で
あ
る
以
上
、

職
場
委
員
運
動
は
必
ず
し
も
正
式
組
合
と
珂
抗
的
な
要
素
の
み
に
よ
っ
て

彩
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
活
動
家
の
多
く
は
公
式
の
職
場
委
員
で
あ

り
、
か
れ
ら
は
現
尖
の
刺
題
の
解
決
の
便
利
な
方
策
冒
と
し
て
職
場
委
員
運

動
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
ω

そ
れ
ゆ
え
職
場
委
員
運
動
の
日
常
の
仕
事
は
、

A
S
E
が
平
時
な
ら
行
う
で
あ
ろ
ち
職
場
慣
行
の
融
持
U

川
削
減
工
の
擁
護

に
限
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
半
熟
練
工
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
内
部
対
立

を
生
じ
き
え
し
た
。
即
ぢ
「
熟
練
職
種
。
職
場
委
員
は
主
と
し
て
、
規
制

第
九
十
三
巻

第

::l1 

/、



生
産
点
に
お
け
る
「
合
同
機
械
て
組
合
』
の
際
抱
伺

き
れ
な
い
労
働
稀
釈
化
の
阻
止
と
そ
れ
が
導
入
し
拡
大
さ
れ
る
場
合
の
可

能
な
限
ぎ
り
の
熱
線
工
の
保
護

ι山
内
心
主
寄
せ
た

u

低
熱
制
労
働
者
の
職

場
委
員
は
熟
練
・
干
熟
練
の
仕
事
の
逮
行
を
要
求
さ
れ
る
仲
間
に
つ
い
て
、

合
理
的
な
支
払
い
と
労
働
条
件
の
碓
保
や
、
熟
練
工
が
独
出
し
て
い
た
職

業
へ
の
低
熟
練
工
の
自
由
な
就
業
の
追
究
に
積
板
的
で
あ
っ
た
。
」

(?uF-

3

2

7
司

-
E
)
ま
た
A
S
E
や
他
の
正
式
組
合
へ
の
関
係
に
つ
い

オ
ー
ル
グ
レ
イ
F

て
も
、
産
業
管
理
と
全
階
層
の
産
業
別
組
骨
の
樹
立
を
か
か
げ
る
「
労
働

者
委
員
会
」
の
干
岐
に
は
様
々
の
見
解
の
柑
奥
が
A
h

泊
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ

ら
は
職
場
組
融
の
形
成
い
が
職
業
別
組
合
の
補
完
物
で
あ
り
、
同
時
に
職
場

の
全
階
層
を
組
織
し
た
産
業
別
組
合
の
構
成
体
で
あ
る
と
い
う
、
同
一
(
山
刊

を
ゆ
る
さ
な
い
二
製
素
の
混
合
で
あ
コ
た
こ
と
の
去
玩
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
一
九
一
九
年
、

A
S
E
は
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
り
ス
ト
の
抑
圧

に
4
る
排
除
を
ま
っ
て
、
経
営
者
団
体
と
り
問
に
職
場
委
員
協
約
を
締
結

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
職
場
委
員
と
職
場
組
織
は
、
組
合
の
統
制
下
に
お

い
て
、
組
合
の
協
約
の
優
先
権
を
認
め
た
上
で
、
職
場
に
発
生
す
る
問
題

の
第
一
次
交
日
常
粧
を
獲
得
し
叫
い
ま
に
新
し
く
成
立
し
た
A
E
U
円
規
約

は
職
場
委
員
の
、
組
合
地
方
委
員
会
ヘ
の
出
席
安
保
証
し
た
。
こ
の
こ
と

は
A
S
E
が
職
場
委
員
運
動
白
中
の
第
一
の
要
素
を
、
第
二
の
要
素
を
排

除
し
た
が
ら
阻
収
し
た
こ
と
を
、
意
味
す
る
。
戦
後
の
職
場
委
員
運
動
は

「
も
は
や
職
種
平
等
級
に
か
か
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
を
結
集
し
よ
う

、
と
す
る
全
職
業
運
動
で
は
な
か
っ
た

J

そ
れ
は
、
そ
の
乙
る
に
は
公
的
な

労
働
組
合
主
義
に
対
し
て
も
、
資
本
家
の
産
業
管
理
に
対
し
て
も
挑
戦
す

第
九
十
一
-
巻

ノ、

第
一
二
号

/、

る
こ
と
を
や
め
、
労
働
組
合
の
単
な
る
有
用
な
補
助
的
部
門
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
」
(
コ
ー
ル
吋
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史
L

林
仙
訳

E
B
一
五
九
べ

ー
ジ
)

職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
統
一
行
動
の
経
験
を
得
て
は
じ
め
て
、
一

九
一
口
年
、

A
S
E
は
九
組
骨
と
大
合
同
し
、
四
一
一
一
万
人
D
A
E
U

(19VHHE同

m
p
E
E
E
開ロ凹
E
2
2
巴ロド
C
ロ
)
を
成
立
さ
せ
、
産
業
別
組

合
へ
の
巨
歩
を
記
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
A
E
U
が
ク
ラ
フ
ト
ユ
一

寸オ
A
l
ル
一
グ

νイ

オ
ン
の
肱
大
に
す
M芝ぎ支ざC
な
い
と
い
う
掛
判
に
兵
に

t
与
え
え
う
る
、
全
階
層

ス
位
ツ
ク
シ
ズ

町
性
白
産
業
別
組
合
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

A
E
U
の
以
収
し
た

職
場
主
民
運
動
の
中
の
第
一
の
要
素
1
1
1
熟
締
工
の
粕
四
の
諸
組
合
の
合

同
体
を
、
第
二
の
要
素
l
l
職
場
の
全
員
を
組
織
し
た
全
階
層
の
産
業
別
組

ハ

uu

合
の
相
成
体
の
中
へ
発
展
的
に
解
消
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
革
命
的

サ
ン
プ
ィ
カ
リ
ス
T
は
分
僻
し
た
。
し
か
し
そ
の
組
織
方
針
は
「
水
ま
し

職
業
別
組
合
L
A
E
U
の
明
日
の
組
織
方
針
だ
コ
た
の
で
あ
る
。

A
5
E

は
排
他
性
克
服
の
第
二
円
過
程
を
さ
き
が
け
て
歩
ん
だ
。
し
か
し
こ
こ
に

お
い
て
釣
一
白
畑
程
と
第
二
の
過
程
は
重
な
り
合
う
。
す
で
に
見
た
よ
う

に
A
E
U
は
二
の
一
年
代
か
ら
、
A
M

ヰ
附
層
を
包
摂
し
た
政
策
を
追
究
し
仕
じ

め
る
の
で
あ
る
。

A
E
U
は
そ
の
後
山
引
続
き
部
会
を
設
置
し
て
組
合
加
入
の
枠
を
ひ
ろ
け
、

引
続
き
職
業
別
和
合
の
併
合
を
行
っ
た
。
「
産
業
の
す
べ
て
の
労
働
者
は

組
合
に
加
入
す
べ
き
で
あ
る
。
機
械
工
一

0
0坊
の
組
織
は
使
用
者
の
多

大
の
譲
歩
を
可
能
に
す
る
。
」
(
シ
何
口
百
口
付
四
一
旬
以

)
A
E
U
は
未



だ
職
場
組
織
を
明
確
に
支
祁
と
は
せ
ず
、
支
出
労
働
の
栴
什
け
(
賃
率
設

定
)
を
全
階
層
に
拡
大

L
τ
い
な
い
け
れ
ど
、
産
業
別
組
合
の
実
質
的
な

政
策
へ
の
道
は
確
実
に
た
ど
ら
れ
て
い
V

る。

ω
一
八
九
六
年
白
書
記
長
更
送
(
新
組
合
主
義
者
パ

1

ン
ズ
の
就

伍
)
も
そ
り
一
つ
の
去
況
で
あ
る
。

ω
組
合
の
批
刊
の
こ
と
ば
。

(
]
σ

同
2
3回
、
も
れ
た
~
町
出
品
汚
一

川

w

口

出

2
-
f
L
P之
さ
を
さ
言
苫
吋
号
令
門
h
S
Q
S
S
き

呂

田
ω

日

ν
H
H
ω

仲

間

。

σo
ユω
。
回
、
。
b
n
N
N
-
H
U
陸
自
な
お
第
次
大
戦
小
心
貨
幣

貸
金
の
一
待
引
と
げ
(
戦
時
ポ

I
ナ
メ
)
の
経
験
や
ホ
イ

y

ト
レ
l

袖
告
の
枯
援
、
時
間
貸
率
や
山
米
両
給
割
増
本
に
つ
い
て
は
産
業

別、

A
1
同
交
砂
が
支
配
的
形
態
と
な
っ
た
@
(
町
出
目
語
、
回
、

4
h
N
M叩

与
Z
U
〈
HH)

同

I
L
O
〔
給
与
体
系
再
制
成
の
諮
問
回
し
円
本
、
同
働
協
会
訳
、
参

5
0
 

昨ず

川
W

若
干
の
指
故
。
一
九
三
七
年
1
1
1
従
弟
、
青
斗
労
働
者
の
労
働

条
剖
の
ザ
(
捗
杭
確
保
。
一

lA
凹
心
年
|
|
寸
何
年
労
働
者
の
た
め
の

P
E
E
P
H
戸
ω
o
n
t
cロ
H〈
即
日
叫
開
。
山
刀
女
同
一
労
働
同
一
貴
金
の

会
困
協
約
。
一
九
四
一
一
一
年
l
l
l
F
E
5ロ
ぜ
同
世
己
ω
E
E
君
。
ロ

Z
D

設
置
。

小
職
場
委
員
川
正
副
に
つ
い
て
は

U
出
ロ
o
E
一
巧
O
岳
山
宮
市
白
羽
P
E
I

N
o
t。
ロ
区
日
円
切

HUロ
己

2
〈
同
三
屯

2
T
位
野
稔
、
寸
産
業
ム
ロ

川
日
産
点
に
お
け
る
「
合
同
樵
械
工
組
合
し
の
機
能
付

即
日
化
と
労
働
組
合
』
を
主
資
料
と
し
て
い
γ

る心

的

口

出

ロ

E
f
。
V
E
屯
町
民

川
門
司
ロ
〈
H
O
O
〈H
。
~
。
司
。
之
、
同
U

H

一日]

M
判
栗
阿
健
、

vm掲
持
、
一
九
八

l
-
一一

υ八
ベ
ジ
に
も
ほ
ほ
同
趣
旨

心
分
析
が
み
ら
れ
る
む

同

口

出

口

。

H
f
C
M
Y
Z
一

司

ロ

ニ
E

に
協
約
の
全
文
が
み
ら
れ

る。

r
fリ
コ

1
グ
ヨ

γ

M
W

労
働
者
管
理
の
思
想
の
労
働
稀
釈
化
に
つ
い

γ
の
見
解
を
ク
ラ
イ

ド
労
働
者
委
員
会
心
機
関
紙
を
通
し
て
み
よ
う
。
「
(
私
た
ち
は
労

繭
稀
釈
化
を
)
労
耐
過
程
を
単
純
化
す
る
意
味
ポ
進
歩
的
な
も
の
と

許
制
す
る
。
そ
れ
は
労
働
を
よ
り
流
動
的
に
し
、
生
産
力
を
向
上
さ

せ
る
ω

要
す
る
に
そ
れ
は
産
業
進
化
へ
り
第
一
歩
で
あ
る

ω

こ

の
稀
釈
化
心
計
阿
は
労
働
者
の
管
理
の
下
で
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
」
「
円
。
円
合
唱

O
H
O
E
T
H
V
C
ω

』0
出
σ
H
O〕

3

6
市

R

げ
は
一
司
ド
叶
∞
)

労
働
者
の
観
点
か
ら
産
業
管
理
が
遂
行
さ
れ
る
た
め
に
は
、
保
川
刑

帥
・
熟
練
、
及
び
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
の
統
一
し
た
全
附
胤
の

産
業
別
組
合
が
必
史
条
件
と
な
る
の
は
自
明
で
あ
る
。

な
お
庫
業
管
理
の
出
担
は
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
が
分
立
し
た
段

階
で
の
、
問
者
。
新
し
い
再
統
一
の
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
産
業

管
理
比
政
治
的
力
筑
に
よ
る
労
働
条
件
規
制
を
め
ざ
す
新
組
合
主
義

の
系
譜
に
属
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
か
つ
て
職
場
の
主
人
公
で
あ
っ

た
機
械
工
の
組
織
田
促
権
運
動
で
あ
っ
た
と
私
は
思
う
ω

サ
ン
デ
ィ

第
九
」
l

三
巻

七

第

号



小
山
肌
む
に
お
け
る
寸
什
凡
伐
械
工
組
ム
円
二
心
機
能
伺

カ
リ
ス
ー
の
い
く
つ
か
の
指
派
の
う
ち
既
成
組
合
に
親
和
的
で
あ
っ

た
ギ
ル
ト
社
会
主
義
が
二
心
年
代
末
主
で
の
機
械
て
に
法
透
し
た
こ

と
は
出
峻
的
で
あ
あ
こ

む

す

υ 

労
働
過
程
の
変
革
が
労
働
代
替
性
を
進
め
た
と
き
、
出
帆
械
工
業
の
資
本

と
労
働
は
そ
れ
ぞ
れ
に
近
代
化
の
政
策
を
民
起
し
た
。
資
本
に
と
っ
て
専

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

制
的
経
営
陣
白
下
で
の
、
労
働
者
の
企
業
の
従
業
民
化
、
支
出
労
働
の
賀

民
決
定
、
企
業
内
賃
金
構
造
の
形
成
は
、
誇
り
一
品
い
熟
線
工
の
州
仙
台
に
よ

っ
て
、
企
業
利
潤
の
与
件
と
さ
れ
て
い
た
仕
事
と
賃
金
を
企
業
利
潤
の
観

、
、
、
、
、
司
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

点
か
ら
故
置
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
横
持
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

労
働
者
。
行
う
仕
事
、
受
取
る
賃
金
、
生
活
の
照
史
全
体
が
特
定
企
業
の

「
支
払
能
力
」
り
函
数
と
な
る
と
い
う
、
独
占
段
階
の
労
資
関
係
へ
の
傾

斜
が
始
る
乙
と
を
志
味
し
て
い
る
。

、
、
、
、
司
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
方
労
働
組
舟
が
労
働
遂
行
能
力
|
|
支
間
労
働
の
質
貴
|
|
貸
率
の
、

企
業
の
枠
を
超
え
た
楳
準
化
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
属
人
的
な
排
他
性

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
克
服
し
て
、
な
さ
れ
る
労
働
そ
の
も
の
を
格
付
け
す
る
こ
と
に
向
わ
ね

、
、
、
、
、

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
全
国
的
な
職
開
別
最
低
賃
率
を
協
約
化
す
る

方
、
職
場
組
織
を
形
成
し
、
十
丸
山
労
働
の
質
量
把
握
|
|
機
械
や
コ

ン
ベ
ア
ー
の
速
度
、
定
員
、
受
体
制
な
ど
の
規
制
を
行
う
に
主
る
の
で
あ

第
九

l
三

巻

一

二

八

第

一

一

け

六

問

る
叫
従
っ
て
産
業
別
組
合
の
支
部
の
活
動
は
常
務
管
理
と
同
じ
舞
台
で
、

同
じ
対
象
を
め
く
っ
て
展
開
さ
れ
る
a

労
昨
日
い
ず
れ
か
が
職
場
で
後
退
す

、
、
、
、
、
司
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
ば
、
他
の
い
ず
れ
か
が
職
場
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
グ
を
把
握
す
る
ロ
し
か

も
階
級
的
立
場
を
間
わ
な
い
以
上
、
双
方
の
政
策
は
現
象
的
に
は
|
|
対

象
が
同
一
で
あ
る
た
め
に
1
1
1酷
似
し
て
い
る
。
例
え
ば
使
用
者
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
た
従
業
員
組
織
巧
O
岳

山

内

C
ヨ
ヨ
言
。
と
労
働
者
の
産
業

管
出
の
た
め
の
組
織

40H宮
司
円
。
ョ
ヨ
芹
官
主
の
民
同
は
そ
白
好
例

2
 

な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
近
代
化
へ
の
労
資
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
成
否
を
検
討
す
る
こ

と
な
く
、
性
国
の
各
産
莱
の
労
働
市
場
の
本
質
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。
労
働
市
場
は
労
働
過
程
か
ら
古
川
接
規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

労
働
組
合
と
経
営
の
政
策
の
有
効
性
、
突
進
性
に
彩
ら
れ
る
も
の
に
他
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
り
ス
機
械
工
業
に
例
証
を
と
っ
た
木
柿
は
、

こ
の
独
占
段
階
に
お
付
ゐ
労
働
市
場
形
成
の
選
択
可
能
性
を
い
く
ら
か
は

明
ら
か
に
し
た
だ
ろ
う
か
。

川内

ncHO
司。
V
E
T
司
日
(
)

川W

な
お
同
様
の
こ
と
は
日
本
の
公
社
組
ム
H
X
は
企
業
別
組
合
や
産
別

組
合
支
部
、
と
の
開
慌
に
つ
い
て
も
い
え
る
川
(
氏
M
m
H
治
郎
、
前
掲

論
文
、
前
喝
刀
、
一

lA
ハ
J
八
ペ
ー
ジ
審
問
)


